
                     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           [資料13]小中接続を意識した授業実践②「ワークシート２」 

 

Ⅲ 研究成果の学校教育における位置づけ・意義，応用性，期待 

 来年度から使用される中学１年生の教科書では，入学から夏休み前までの期間をかけて小学校からの学びを丁寧につなぐ内容になっている。

更に，目的・場面・状況に合う文法が使えることが求められ，小学校から取り組まれる新領域の「話すこと[やり取り]」の技能を高めるため

の実生活に即したコミュニケーション活動も豊富に設定されており，新学習指導要領では，「互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対

話的な言語活動を重視」することが挙げられている。 

今年度は，新型コロナウィルス感染拡大の影響により，授業時間の短縮（45分授業），学習形態の制限による言語活動の縮小や減少，休校

期間中の授業回復のための授業進度の速まり等もあり，授業での学びを友人や教師との十分な言語活動（やり取り）を通して，じっくりと理

解を深め，自分の言葉として活用できることを目指す外国語学習において困難さがあったことは否めないが，来年度からの新学習指導要領の

完全実施に向けて，研究を進めてきた。その中で改めて考えさせられたことは，外国語学習は一朝一夕で身につくものではなく，様々な場面

や時を捉えて繰り返しその言語を使用し，触れていく必要があるということである。 

本研究では，「帯活動（スモールトークを含む）」，「小中接続を意識した授業作り」，「CAN-DOリストを活用したパフォーマンス課題作りと実

践」に取り組んできた。これらの「帯活動」→「小中接続を意識した授業」→「パフォーマンス課題の実施」が有効に絡み合った際に，「中

１ギャップ」や「英語への苦手意識」の減少と共に，「話すこと[やり取り]」の技能を高め，外国語を通して互いに伝え合う喜びや楽しさを

実感し，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度が養われることを期待したい。 

 

Ⅳ 引用・参考文献 

・内野俊介・鈴木渉（2019）「第二言語習得の実践」鈴木渉・西原哲雄（編）『小学校英語のためのスキルアップセミナー』開拓社，117-134. 
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「活動」をつなぐ 

小学校よりバージョン

アップした言語活動 

小学校における基礎形成期教員育成に関する実践的研究

１９０６１ 加藤 一郎

キーワード：初任層 サーバントリーダーシップ 学年経営 研修の場の設定

概要

本研究の目的は，所属校における基礎形成期 の教員に対して，学年経営と，学びの組織作りの２つのアプ

ローチを行うことで，育成を図ることである。

学年経営においては，「サーバントリーダーシップ」を基に，クラスレス化への取組，専科教員の活用，特

別活動においての意図的な役割分担などを行った。学びの組織作りについては，若年層教員を対象とした研

修会の企画運営についての実践を行った。

実践を通して，互いに学び合える職員室文化を醸成していくことの重要性も明らかになった。研究の成果

や課題を以下に示す。

研究の背景・目的

１ 研究の背景

学校現場では２０代の教員が増えており，彼らを育成することは，学校の大きな役割の一つとなってい

る。平成２８年度学校教員統計調査によると，「５０歳以上」の教員の割合は３６ ２％となっており，減

少傾向にある。一方で，「３０歳未満」の教員の割合は，平成１６年度は８ ９％だったのが，２８年度に

は１７ ３％となっており，その割合は年々上昇している。今後もベテラン層の教員の退職に伴い，新規採

用者は増加していくことが予想される。この傾向は宮城県でも同様であり，宮城県教育委員会が平成３０

年３月に公表した「みやぎの教員に求められる資質能力」においても，本県の現状として，「本県教員の年

齢構成から，今後，若手教員への知識・技能の伝承や，若年化するスクールリーダーの養成が必要である」

との記述がある。そこでは，教職経験５年目までの教員の教職経験段階を，「基礎形成期」としている。こ

れは，初任者だけではなく，初めての異動を経験し，二校目での勤務を行っている教員も含まれる。こう

した層の教員の職能成長については，２０１８年に が実施した 調査においても，教職経験５年

目までの教員を「 」として分類している。国際的に見ても，重要な課題であると言える。

昨今の学校現場においては，新学習指導要領の開始への対応に加え，新型コロナウイルスの感染拡大防

止への取組，発達障害傾向のある児童生徒への対応など，求められるものが増大し続けているのが現状で

ある。教員の労働環境が，ネガティブなものとして学生にも認知され，全国的に教員採用試験の受験者数

及び倍率の低下が継続している。加えて，文部科学省が発表した「令和元年度公立学校教員採用選考試験

の実施状況について」によると，小学校の教員採用試験合格者のうち，新規学卒者の占める割合は

であった。初任者の半分近くは，教職経験が無い状態で教員となるのである。

令和３年度の宮城県教員採用試験において，小学校の合格者は２６９名であった。仙台市を除く宮城県

の小学校数は，２４９校 である。単純に計算すれば，どの小学校にも初任者が赴任することになる。それ

らの教員の育成は，どの学校にも共通する課題と言える。

教職経験１年目から５年目の教員の教職経験段階

令和３年１月現在。４月には丸森町で小学校が統合されるなど，次年度はこれより学校数は減少する。

- 108 -



２ 研究の目的

小学校における基礎形成期の教員への効果的な指導のあり方を，学年経営と，組織作りの実践を通し

て考察する。

３ 研究の方法

（１） 学年経営，教員育成についての先行研究や文献の調査研究

（２） 勤務校における実践

①学年経営においての取組 ②所属校における学びの組織作りの取組

Ⅱ 研究の内容

１ 「サーバントリーダーシップ」を用いた学年経営

サーバントリーダーシップとは，ロバート・Ｋ・グリーンリー

フが提唱した「リーダーである人は，まず相手に奉仕し，その後

相手を導くものである」というリーダーシップ哲学である。従来

の支配型リーダーとは異なり，奉仕や支援を通じ，仲間に主体的

に協力してもらうことで組織運営にあたる。今年度は，右表の「サ

ーバントリーダーシップの ０の属性」の項目を意識して学年運

営にあたった。協働での学年経営の意識付けや，どのように児童

を育成していくかのビジョンの共有を行ったが，非常に効果的で

あると感じたのは，「クラスレス化」の取組であった。

学年のビジョン作りにおいて，学級の対抗意識を醸成せず，「５

学年の児童である」という意識を持たせるためにクラスレス化を

行っていく方針を共有した。そのために，学年合同で行う活動を

意図的に設定した。具体的には，学年合同道徳，学年合同体育を実施し，総合的な学習の時間では，活動

グループを学級の枠を無くして編成するなどの取組を行った。また，音楽と図工の授業交換を行うことで，

自分の担任する学級とは違った気付きを得ることができたり，児童の様子をより共有できたりするといっ

た効果が見られた。

これは，前述のサーバントリーダーシップの１０の属性においては「コミュニティ作り」に該当する。

教員にとっても，児童にとってもより成長が期待できる場を考え，実践できた。

表２ クラスレス化の具体的な取組

※ ランチタイムミーティングも行う予定だったが，コロナウイルス感染拡大防止のために今年度は実施し

ていない。

傾聴 （ ） 

共感 （ ） 

癒し （ ） 

気づき（ ） 

説得 （ ） 

概念化（ ） 

先見力，予見力（  

執事役（ ） 

人々の成長に関わる
（ ）

コミュニティづくり（ ）

① 合同授業

・ 総合的な学習の時間

学級・学年の枠を取り払ったグループ編成

・ 道徳

・ 体育

跳び箱，マット運動，新体力テスト等

② 交換授業

・音楽

・図工

各学級の音楽の授業と図工の授業を同じ教員が行う。

③ 学年集会

・ 行事に向けた学年合同の活動の設定。

・ トラブルが起きた際の話合い。

④ 特別活動

・ 委員会活動

・ 花山宿泊学習，運動会への取組

表１ サーバントリーダーシップの１０の属性
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グループを学級の枠を無くして編成するなどの取組を行った。また，音楽と図工の授業交換を行うことで，
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表１ サーバントリーダーシップの１０の属性

２ 「マネジメント」としての学年経営

① 危機管理について

児童の生命を守るという点での安全指導や，防災教育のあり方については，主導的な立場で指導を行

った。児童に対して，何を伝えなければならないのかを として指導し，その後に話合いを行うことで

理解を図った。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，学校行事が十分に行えない中ではあったが，花山宿泊学

習においては，想定されるインシデントについて考える機会を設けた。

② 授業作りについて

校内研究を核として，ノート作成においての赤ペン，青ペンの使い方や，協同学習のルーブリックの

活用など，学年で統一して行う点について確認した。

資料１ 交流のルーブリック

また，高学年部授業研究会は，１月現在６回実施され，その都度事後検討会を行い授業作りについて

研修を行った。指導主事訪問への取組においても学年部で授業研究を重ねた。

３ 学びの環境作り

① 「釜勉強会」の企画運営

所属校における基礎形成期教員への聞き取りにおいて

は，「授業がうまくなりたい」という意見が多く聞かれた。

児童と教師は，一日の大半を授業を通して接している。

授業は学習内容の理解を図るだけではなく，時に生徒指

導ともなり，あるときは学級経営的な側面を持つときも

ある。授業の上達は，基礎形成期の教員にとって極めて

重要なものになる。

今年度，基礎形成期の教員を中心に，互いに学ぶ組織

を構成し，若年層教員の学びたいというニーズに応えて

いけるような運営を行ってきた。

具体的な研修会の内容については以下の通りとなる。

日付 内容 

①４月３日 「めざすもの」の確認と共有 

「着任披露式で何を話すか」 

「学級開きで何をしていくか」 

②４月 1７日 「P４C と，子供たちとの４日間を終えて」 

③５月 1３日 画材の使い方※初任者研修との共催 

④５月 1９日 折り染め講習会 

「私の学級経営。学級通信」 

※ベテラン層を講師として。 

⑤５月２９日 学校再開に向けて。楽しみな点，不安な点の共有。 

⑥７月 1 日 初任者研修研究授業 道徳について語る。 

⑦７月３1 日 1学期末。実践を振り返る。※初任者研修との共催 

⑧11 月６日 教育実習生と語る釜勉強会 

⑨1 月３1 日 初任者研修を振り返る釜勉強会 

表３ 「釜勉強会」の開催日と内容
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第１回 ４月３日（金）実施「めざすもの」の確認

初任者及び基礎形成期教員の「めざすもの」の確認を行った。「授業」「児童」「学級づくり」のそれぞ

れの視点で考え，確認と共有を行った。また，「着任披露式で何を話すか」「学級開きで何をしていくか」

について初任者を交えて考えた。

資料２ ワークシート 資料３ インダクションだより１号

第２回 ４月１７日（金）実施「子供たちの４日間を終えての座談会を で」

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために，再び

休校となった。それでも，新学期が始まってから４日

間は児童と過ごすことができた。その４日間で感じた

ことを， を行いながら話し合った。

新たな出会いへの期待と，再び休校となったことへ

の不安を共有できた。

写真１ の様子 資料４ インダクションだより２号
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第１回 ４月３日（金）実施「めざすもの」の確認

初任者及び基礎形成期教員の「めざすもの」の確認を行った。「授業」「児童」「学級づくり」のそれぞ
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について初任者を交えて考えた。
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第２回 ４月１７日（金）実施「子供たちの４日間を終えての座談会を で」

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために，再び

休校となった。それでも，新学期が始まってから４日

間は児童と過ごすことができた。その４日間で感じた

ことを， を行いながら話し合った。

新たな出会いへの期待と，再び休校となったことへ

の不安を共有できた。

写真１ の様子 資料４ インダクションだより２号

第５回 月 日（金）学校再開前の最後の釜勉強会

短時間（ 分）で行うこと想定した内容で実施。

コロナ下で，学校が再開されることについて，楽し

みなことや不安なことを発表し互いに共有する活動

や， コロナ下でも行うことができる学級ゲーム

や，学級づくりに役立つ （グループワークトレー

ニング）の紹介と実践を行った。

写真２ ヘリウムリングの様子 資料５ 研修会資料

写真３ 学校再開前の最後の釜勉強会の記録
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第８回 １１月６日（金）教育実習生と共に行う釜勉強会

教育実習の率直な感想や，先輩へ聞きたいこと。残り一週間の教育実習でやってみたいことなど，教育実

習生２名とざっくばらんに語り合う会となった。教育実習生が実践授業を終えた後の会だったので，授業に

ついても語り合った。

写真４ 教育実習生と共に行う釜勉強会の記録

教育実習生へは，以下のような感想が寄せられた。

ここで注目すべきなのは，教育実習生の授業スタイルについての意見である。

教員を志望する学生の多くは，学校という空間によい思いを持っている。あるいは学校に適応してきた人

物であると考える。それはつまり，初任者として学校に赴任した際に，既に固定化した自身の教育観や，授

業スタイルを持っている可能性が高いということである。これは初任者を指導する際に留意しなければなら

ない点であると考える。

・ 一生懸命にがんばっている。

・ 児童への距離感がうまくつかめない印象。

・ 言葉遣いについては，少々問題あり。

・ 実習生自身が経験してきた授業（つまり，自身が適応してきた授業）による授業観が，既に固ま

っている。→教職に就いてからの柔軟性に不安。

・ 先輩の などから，教職の大変さは十分に認識している様子。
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第８回 １１月６日（金）教育実習生と共に行う釜勉強会

教育実習の率直な感想や，先輩へ聞きたいこと。残り一週間の教育実習でやってみたいことなど，教育実

習生２名とざっくばらんに語り合う会となった。教育実習生が実践授業を終えた後の会だったので，授業に

ついても語り合った。

写真４ 教育実習生と共に行う釜勉強会の記録

教育実習生へは，以下のような感想が寄せられた。

ここで注目すべきなのは，教育実習生の授業スタイルについての意見である。

教員を志望する学生の多くは，学校という空間によい思いを持っている。あるいは学校に適応してきた人

物であると考える。それはつまり，初任者として学校に赴任した際に，既に固定化した自身の教育観や，授

業スタイルを持っている可能性が高いということである。これは初任者を指導する際に留意しなければなら

ない点であると考える。

・ 一生懸命にがんばっている。

・ 児童への距離感がうまくつかめない印象。

・ 言葉遣いについては，少々問題あり。

・ 実習生自身が経験してきた授業（つまり，自身が適応してきた授業）による授業観が，既に固ま

っている。→教職に就いてからの柔軟性に不安。

・ 先輩の などから，教職の大変さは十分に認識している様子。

２ 学び合える職員室文化の醸成

① 授業研究を通した学び

今年度は学年部授業研究がメインとして校内研究が行われた。頻繁に行われた教育実習生への提供授

業や，学年部授業研究の提供授業について，密を避けながら参観し，事後検討会に参加したり，参加し

なくても職員室で授業について語り合ったりする機会が設けられた。授業公開において，様々な意見を

聞くことのよさが分かり，自主的に授業を公開しようとする教員の姿も見られた。

告知のためのポスターを作成し，職員室に掲示することで，関心が高まると共に，授業を参観するこ

とへの心理的障壁を低減できた。そして，このようなポスターが許される職員室の雰囲気が，教員の学

びを支えるものになっているのではないだろうか。

資料６ 職員室掲示用授業告知ポスター

② 主任層の連携

学年主任間については，学年主任者会などは設けなかったが，情報交換は随時行うことができた。

今年度は「復興・防災マップ」作りの取組をほぼ全学年で行い，成果物としてまとめることを通して，

目的の共有化や情報交換の機会を設けることができた。

また，本研究では，研究主任，初任研担当との連携無しでは成立しなかった。初任者研修の研修項目

と組み合わせて実施することで，研修機会の確保が図られた。

写真５ ２，３年生作成の「復興・防災マップ」
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Ⅲ 研究の成果と課題

釜勉強会に参加した教員に聞き取りを行ったところ，次のような意見が聞かれた。

「同年代の教員同士で学び会う機会を得られた。」「話すこと，それ自体が楽しかった。」「先輩の先生から

じっくりと話を聞くことができた。」「ホワイトボードに書くことで，自分の考えを整理できた。」など，概ね

好意的な意見が多かった。学ぶ場を設定することの重要性を認識できた。

また，学年経営面で，同学年を組んでいる教員に聞き取りを行った。随時対話は行っているが，「４月と比

べて，成長したと感じた点」ついて質問したところ，このような回答が得られた。

「先生というのは，子供たちに何かをやってあげる。失敗したり，困ったりしないように手助けする。今

まで低学年を担任していて，そのように思っていました。だけど５年生を担任して，何でもやってあげるの

ではなく，むしろ任せることが大切で，うまく失敗の経験をさせるのも大切だと思いました。そのさじ加減

が難しいのですが…。」

この回答は，彼女の教育観，授業観，指導観がアップデートされたことを示している。職員室は，様々な

教育観を持つ先生方の集合体である。自分の教育観を大切にしながらも，柔軟にほかの考えを吸収していく

ことが求められる。高学年担任としてのあり方について模索し，実行してきた点では，成長が見られたと言

える。

また，今回基礎形成期にあたる教員に，「学級づくり」「どのような子どもを育てたいか」「授業」の つの

視点で聞き取りを行った。

資料６ 初任３年目教員の記述（左：令和２年４月 右：令和３年１月）

前述の初任３年目の教員は，授業について「教えるべきことと，考えさせるべきことの境界を日々模索し

ている」と書いている。授業について考える中で，教えることが子供たちの考える力を奪っていたのではな

いかという気付きを得ることができた。

初任者にも同様の質問を行った。大学や，教育実習では見えないものが，日々の教員生活を通して見える

ようになったことがうかがえる。特に，学級づくりにおいての，児童の少しの変化の重要性への気付きや，

児童に任せることを考えるようになったという点は，４月と比べてより具体に考えることができたことを示

している。
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Ⅲ 研究の成果と課題

釜勉強会に参加した教員に聞き取りを行ったところ，次のような意見が聞かれた。

「同年代の教員同士で学び会う機会を得られた。」「話すこと，それ自体が楽しかった。」「先輩の先生から

じっくりと話を聞くことができた。」「ホワイトボードに書くことで，自分の考えを整理できた。」など，概ね

好意的な意見が多かった。学ぶ場を設定することの重要性を認識できた。

また，学年経営面で，同学年を組んでいる教員に聞き取りを行った。随時対話は行っているが，「４月と比

べて，成長したと感じた点」ついて質問したところ，このような回答が得られた。

「先生というのは，子供たちに何かをやってあげる。失敗したり，困ったりしないように手助けする。今

まで低学年を担任していて，そのように思っていました。だけど５年生を担任して，何でもやってあげるの

ではなく，むしろ任せることが大切で，うまく失敗の経験をさせるのも大切だと思いました。そのさじ加減

が難しいのですが…。」

この回答は，彼女の教育観，授業観，指導観がアップデートされたことを示している。職員室は，様々な

教育観を持つ先生方の集合体である。自分の教育観を大切にしながらも，柔軟にほかの考えを吸収していく

ことが求められる。高学年担任としてのあり方について模索し，実行してきた点では，成長が見られたと言

える。

また，今回基礎形成期にあたる教員に，「学級づくり」「どのような子どもを育てたいか」「授業」の つの

視点で聞き取りを行った。

資料６ 初任３年目教員の記述（左：令和２年４月 右：令和３年１月）

前述の初任３年目の教員は，授業について「教えるべきことと，考えさせるべきことの境界を日々模索し

ている」と書いている。授業について考える中で，教えることが子供たちの考える力を奪っていたのではな

いかという気付きを得ることができた。

初任者にも同様の質問を行った。大学や，教育実習では見えないものが，日々の教員生活を通して見える

ようになったことがうかがえる。特に，学級づくりにおいての，児童の少しの変化の重要性への気付きや，

児童に任せることを考えるようになったという点は，４月と比べてより具体に考えることができたことを示

している。

資料７ 初任者の記述（左：令和２年４月 右：令和３年１月）

課題としては，以下の３点が挙げられる。

①教員としての成長をどのように認識させるか。

②研修の機会，時間をどのように確保していくか。

③学び合う職員室文化をどのように維持していくのか。

教員の評価は，数値で測れない点が多い。自分で気付く場合もあれば，他者に指摘されて気付く場合もあ

る。本研究では，釜勉強会の最後に，４月と比べての比較を行い，成長を実感させたい。自分が「めざすも

の」と現状を比べてどうか。また，４月の時の考えと，今の考えを比較しての違いからも，成長を実感させ

たい。

写真６ 令和２年４月の釜勉強会の記録
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研修時間の確保については，新学習指導要領の完全実施により，高学年についてはほぼ毎日６時間授業で

あるという現状，加えて働き方改革により，勤務時間内に終了することが求められる状況においては難しい

のが実情である。今後も，現職教育や初任者研修，あるいは校内研究を活用して，研修の機会を確保するこ

とが必要となる。

最後に，学び合う職員室文化の醸成についてである。公立学校は教員の入れ替わりが避けられない。その

中で「ある先生がいなくなったら，職員室の雰囲気がガラッと変わった」ということは珍しくない。職員室

文化の維持のためには，ミドル層がベテラン層と若年層の教員，そして管理職とをつなぐハブとして行動す

ることは重要である。

本研究を通して，基礎形成期の教員の育成においてミドル層が果たす役割の大きさを認識した。同時に，

ミドル層を育てていくことも急務であり，「人を育てる」という本研究との関連の中からどのようなことがで

きるかを今後も模索していく。
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